
令和 6年度 全体会 R7.3.12 

事務局会議 

設置の目的 

自立支援協議会の全体を把握し、各部会・連絡会の活動や進行状況の確認や進行管理、ホームページの運用

管理を行う 

各部会から挙がった課題を集約し、代表者会議、担当者会議、全体会および「つづきあおいろプロジェクト」の企

画・開催を行う 

今年度の開

催状況 

✻事務局会議…毎月第 3木曜日 ※3月は 3/6、3/21 

✻代表者会議…5/16   ✻全体会…第 1回：9/19、第 2 回：3/12   ✻担当者会議…2/20 

今年度の 

課題認識・

取組の意図 

障害のある方も、誰もが暮らしやすい都筑区づくり 

今年度の 

取組内容 

課題認識：障害のある方も、誰もが暮らしやすい都筑区づくり 

☞どんな取組をした？ 

✓代表者会議（5/16） 

・令和 5年度報告および令和 6年度計画の説明 

・102 名参加 

 

✓第1回全体会 

「ともに都筑区で暮らしている！～障害のある方も、誰もが暮らしやすい都筑区づくり」（9/19） 

・区制 30 周年にちなみ、「障害のある方と、同じく都筑区に暮らす方達がつながる取り組み」を紹介しながら、

都筑区自立支援協議会が掲げる『障害のある方も、誰もが暮らしやすい都筑区づくり』について意見交換 

・93 名参加 

・取組紹介：都筑区社会福祉協議会より～移動情報センター（山本氏）・ボランティアセンター（生沼氏） 

地域ケアプラザより（東山田地域ケアプラザ 北見氏・葛が谷地域ケアプラザ 山口氏） 

地域活動より～書道サークル泉（佐野氏）・つづき地域活動ホームくさぶえ（今平氏） 

・グループトーク 

…都筑区には魅力的な地域活動がたくさんある！ 

まず支援者が都筑区にある活動を知って、「橋渡し」ができるように 

障害福祉の支援者以外の人との関わり・つながりは大事 

ケアプラザ、町内会・自治会などと、つながりが持てるとよい 

障害のある当事者の「力」を発揮できることも大事（ボランティア、講師、当事者自らが発信など） 

 

✓担当者会議（2/20） 

・各専門部会の部会長が集まり、各部会の取り組みおよび課題の共有や、自立支援協議会全体としての取り

組みの方向性について意見交換 

…各部会からあがった「地域課題」に対して、具体的な取り組みを、部会を越えて検討する仕組みが必要 

「自立支援協議会とは何か」「自立支援協議会の意義」について更に発信・周知する必要がある 

自立支援協

議会における 

共通課題 

●障害に対する理解の促進 

●様々な“つながり”づくり…当事者・家族・支援者・地域などなど… 

●切れ目のない支援体制 

●意思決定支援 ⇒どんな障害があっても、どのような状況でも、その人らしい暮らしをささえる 

●防災 

 


